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新 年あけましておめでとうございます。隔月刊
のため，この号を手に取っていただくのは早

くても2 月近くではありますが，新年号のつもり
で編集しました。表紙から，新しい年の初めにふ
さわしい産声が聞こえてきそうな気がしません
か？ 今年は 1 年間，長崎県在住の写真家・繁
延あづささんにご担当いただきます。巻頭のフォ
トエッセイも，昨年よりページ数を増やしてご執
筆いただきました。レンズ越しのまなざしを追体
験するような写真と言葉をお楽しみください。
特集は「キャリア」がテーマ。取材・編集する
中で印象的だったのは，単なる職業ではなく「生
き方」として助産師を語る方が多かったことです。
さまざまなキャリアを歩んでいる助産師さんに登
場いただくことで，場所や時代を問わず，母子や
家族などの小さな集団から国全体に至るまで，人
と人とがつくる社会に欠かせない「しごと」であ
ることが見えてきました。誇りを持って助産師と
して生きるお姿はとてもかっこよくて，読者の皆
さんにも，自分自身のかっこよさに気付いてほし
いなあと思いながら編集しました。働く女性の 1
人としても勇気付けられた特集でした。
今号は，表紙以外の新連載もたくさんスタート

していただきました。さらに次号でも，もう１つ
新しく連載を始めていただきます。ご執筆者の皆
さんへのご声援やご感想はぜひ編集室までお寄せ
ください。今年もよろしくお願いいたします。

(栗原)

特集

チームで取り組む
周産期メンタルヘルスケア困難事例

特別記事

続・漢方医の赤ちゃん観察記 津田篤太郎

新連載

無痛分娩に関する助産師のギモンに産科麻酔科医が答える
日向俊輔，田辺けい子

連載

うまれてくる風景［2］繁延あづさ

宝物，教えてください［76］朝比奈順子
妊産婦を尊重したケアのための国際宣言

「ホワイトリボン憲章」を手がかりに考える 人権のはなし［2］谷口真由美
「根拠のあるケア」のための新しい考え方 母子相互影響看護論［2］河野洋子

養子縁組に関わる助産ケア［2］白井千晶
未来の助産師を育てています わたしたちの教育現場［77］
四国大学大学院 看護学研究科助産学分野・看護学部看護学科助産師選択コース

りれー随筆［451］齋藤真也

フォローをお願いします。

twitter アカウントは@josanzasshiです。
Instagram のアカウントは josanzasshiです。

【座談会】
▶地域周産期母子医療センターと周産期こころの医学講座が取り組む「よろず相談」とは⁉
太田まさえ，牧田ゆかり，小堀福子，村上 寛

【誌上カンファレンス】
▶地域周産期母子医療センターのケース 太田まさえ，牧田ゆかり，小堀福子，村上 寛

▶産後ケアを行う助産院のケース 北澤倫子，村上 寛ほか
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